
23大分県環境白書

豊かな自然との共生と快適な地域環境の創造

第
１
章

第
２
部

　大分県は、九州本島の北東部に位置し、北と東
は周防灘、別府湾、豊後水道の海域に面し、西と
南は英彦山、津江山系、くじゅう山群及び祖母傾
山系の山岳地帯で囲まれている。地形が複雑で山
地や台地が多く、平野は比較的少ない。山地では、
広大な高原を山裾に持つくじゅう山群や由布・鶴
見岳のほかに、北西に英彦山・犬ヶ岳山系、東南
は急峻な山々の連なる祖母・傾山系がその代表で
ある。台地では玖珠地方や耶馬渓地方を中心に、
溶岩台地がつくる独特な山容である古い堆積層や
溶岩が差別侵食されて生じた奇岩が林立し、優れ
た景観をつくっている。一方、県南部のリアス式
海岸は、中生代、古生代の堆積性の地質からなっ
ており、火山活動による地形造成が広範に見られ
る本県にとって、特異な地形の代表とされている。
　こうした特徴的な地形が気候にも影響し、県内
の気候区は、山地型をはじめ準日本海型、内海型、
南海型及び内陸型気候区と、県土面積の割には、
比較的多くの気候区に分けられている。
　また、これらの環境条件は、動植物の分布にも
影響を与えている。植生では、県南部海岸にアコ
ウ、ビロウなどの亜熱帯性植物やウバメガシ林、
ハマビワ林などの暖地性植生が見られ、内陸部の
標高1,000ｍ以上の山地帯では、ブナ林やミズナ
ラ林などの温帯性植生やミヤマキリシマ、コケモ
モなどの群生する九州山頂帯植生がある。動物で
は、日本におけるニホンカモシカの生息の南限で
あり、進化の歴史の裏づけとなる両生類のオオサ
ンショウウオを始めとするサンショウウオ類など
が生息している。
　更に、温泉資源も豊富で、源泉数及びゆう出量
ともに全国一（平成２０年３月３１日現在）であ
る。その利用方法も古くからの浴用、飲用のほか、
最近では温泉資源を生かした地熱発電、施設園芸、
養魚など多岐にわたって開発が進められており、
全国的な注目を集めている。
　このように大分県の自然環境は全般的に優れて
いるが、これは原生的な手つかずの自然が単に豊

富に存在することを意味するものではなく、長い
人類の歴史の中で、自然と人間が共存してきた結
果としての自然状態が良好に保たれてきたことを
意味する。広大な草原景観を全国的に誇る久住・
飯田高原の自然は、地域の人びとによって慣習的
に続けられている火入れ、放牧と採草によって維
持されており、里山の雑木林は、薪炭林として伐
採を繰り返されていたものが、再生林として自然
林状態に復元している姿である。ただ、最近は、
過疎化に伴い畑跡地が森林化するなど、自然環境
を構成する要素にも変化が見られる。
　全国的に危惧されている優れた自然林の消失
は、本県でも例外ではない。祖母・傾山系の山肌
を覆う西日本唯一のブナ・ツガなどの代表的な原
生林は、伐採等により著しく減少しており、そこ
に生息する動物の生息域が分断されたり、狭めら
れたりしている。県北の英彦山・犬ヶ岳山系の谷
や山腹は伐採と人工林の植林の結果、原生林は稜
線近くに帯状に残っているにすぎない。広大な山
裾をひろげる久住・飯田の高原も、草原の減少や
農道を含む道路網の整備等により、自然環境は変
容してきている。また、公共、民間を問わず、都
市周辺における各種の開発が、自然環境や生活環
境を変化させている。
　こうした変動の中で近年特に注目されているこ
とは、都市部及びその近郊地域における潤いとや
すらぎをもたらす自然環境の保全の重要性であ
る。郊外に散在する鎮守の森をはじめ、やぶや雑
木林、草原はかつては平凡な緑の一部にすぎなか
ったのであろうが、今では大切な身近な自然とし
て見直す必要が生じている。

第１章　豊かな自然との共生と快適な地域
　　　　環境の創造

第１節　豊かな自然の保護・保全

第２部　環境の状況と環境の保全に関し
　　　　て講じた施策
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第１項  自然公園等の保護・保全�

１　自然公園等の現況

  本県には、自然環境に恵まれた地域が数多く
存在し、国及び県は、これらの地域を自然公園、
自然環境保全地域等に指定して保護、管理する
ことにより、自然環境の保全に努めている。
　これらの地域の概況は、次のとおりである。

　⑴　自然公園の現況
  優れた自然の風景地で、その保護及び利用
の増進を図る必要がある地域を自然公園に
指定している。自然公園には、我が国の風景
を代表する国立公園、これに準ずる国定公園
及び都道府県の風景を代表する都道府県立
自然公園がある。
　平成20年度末現在の本県の国立公園は、瀬
戸内海、阿蘇くじゅうの２ヵ所２万1,243ha

（県土面積の3.4％、自然公園面積の12.1％）、
国定公園は、耶馬日田英彦山、祖母傾、日豊
海岸の３ヵ所８万9,306ha（同14.1％、同51.1
％）、県立自然公園は、国東半島、豊後水道、
津江山系、神角寺芹川、祖母傾の５ヵ所６万
4,298ha（同10.1％、同36.8％）となっており、
その総面積は、17万4,847haで北海道、新潟
県などについで７番目（平成21年３月３１日
現在）に多く、県土面積の約28％（全国５位

（平成21年３月31日現在））を占めている。（図
1-1a及び表1-1b）

　⑵　自然環境保全地域等の状況
  自然公園以外で良好な自然環境を形成し、
その保全を図る必要がある区域を自然環境
保全地域に指定している。平成20年度末にお
ける県自然環境保全条例に基づく自然環境
保全地域は、表1-1cのとおり６地域が指定さ
れている。
  これとは別に、防衛省との協定により福万
山100ha、高陣ケ尾35ha（いずれも玖珠町）
の２地域について、自然環境の保全を図って
いる。

　⑶　自然海浜保全地区の状況
  瀬戸内海区域（中津市山国川から鶴見町鶴
見の間）の自然公園以外の自然海浜で、海水
浴、潮干狩りなどの公衆の利用に供されてい
る地域を県自然海浜保全地区条例に基づき、
自然海浜保全地区に指定して、自然海浜の保
全及び適正な利用を図っている。平成20年度
末における指定地区は、表1-1dのとおり２地
区である。

２　自然公園等の保全

　⑴　公園計画の見直し
  自然公園は、適正な保護及び利用を図るた
め公園計画を定めることになっている。ま
た、この公園計画は、自然公園をとりまく社
会条件の変化に対応するため、必要に応じ
て、公園計画の見直しを行うことができる。
本県では、国東半島県立自然公園の公園計画
の見直しについて、平成19年度から着手して
いる。

　⑵　自然公園の保全管理
  自然公園の優れた風致景観を保護するた
め、自然公園区域内に特別地域、特別保護地
区及び海中公園地区が指定されており、当該
区域内で行われる一定の行為は、環境大臣又
は県知事の許可を受けなければならないこ
とになっている。また、普通地域内の一定の
行為は、県知事に届出をしなければならない
ことになっており、風景の保護のために必要
な規制や指導を行っている。
　平成20年度中における行為の許可及び届
出の状況は、表 1-1eのとおりである。

　⑶　自然環境保全地域等の保全管理
  県自然環境保全地域については、その保全
を図るために地域内に特別地区を指定し、更
に必要があれば特別地区内に野生動植物保
護地区を指定し、当該地区内における工作物
の新築、木材の伐採等の行為は、県知事の許
可を受けなければならないことにしており、
その他の普通地区についても、一定の行為は
県知事への届出を要し、必要な規制や指導を
加えることによって保全を図っている。ま
た、防衛省との協定により自然環境の保全を
図っている地区については、２年毎に協定者
相互で保全のための調査を実施し、適正な管
理を行うことにしている。

　⑷　自然海浜保全地区の保全管理
  自然海浜保全地区については、当該地区内
において工作物の新築、土石の採取等の行為
を行う場合は、事前に県知事に届出を要し、
保全及び適正な利用のために必要があれば
勧告又は助言を行うことによって保全を図
ることにしている。

３　ラムサール条約

　平成17年11月8日アフリカのウガンダで開催
された第9回ラムサール条約締約国会議（ＣＯ
Ｐ９）にて、くじゅう坊ガツル・タデ原湿原が
保全すべき重要な湿地として登録された。中間
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湿原としては、国内最大級の面積を有してい
る。
  ラムサール条約は水鳥の生息地として国際的
に重要な湿地や湿地に生息する野生生物の保
護を目的として1971年にイランのラムサール
で採択された。日本は1980年に加盟し、ＣＯＰ
９により「くじゅう坊ガツル・タデ原湿原」を
はじめ、20の湿地が登録された。ＣＯＰ10で４
の湿地が追加登録されたことにより、現在の国
内登録湿地は37カ所となっている。
　1999年の第７回締約国会議の際に、生態系の
保全などについても条約の目的に含め、対象湿
地を拡大した。
　ラムサール条約は国際的に重要な湿地及び
そこに生息、生育する動植物の保全を促進する
ことを目的とした重要な国際条約であり、締約

国には登録湿地の保全と「ワイズユース」（賢
明な利用）の推進が求められている。今後は、
持続可能な自然環境の保全が課題となってい
る。
  くじゅう坊ガツルやタデ原では長い間途絶え
ていた野焼きを地元の人たちが中心となって
復活させた。
　毎年、春の芽吹き前に野焼きを行うことで、
現在の美しい湿原景観や多様な生き物たちの
生息、生育する環境が守られている。
　また、平成19年11月９日〜11日に「ラムサー
ルフォーラムinくじゅう」を開催し、基調講演
やパネルディスカッションをとおして、持続可
能な環境保全活動や賢明な利用について議論
を深めた。

図1-1a　大分県の自然公園等（平成21年3月31日現在）

タデ原湿原 坊ガツル湿原
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表1-1b　自然公園法及び県立自然公園条例に基づく自然公園指定区域（大分県分）

（平成21年３月31日現在）
（単位：ha）　①国立公園

公園名 指定年月日 面   積 公園の特色 所在市町村

瀬戸内海国立公園 昭和9.3.16
　  25.5.18 

（区域変更） 
　31.5.1 

（区域変更） 
59.9.20 

（区域変更）

2,933   本県はこの公園の最西端に位置してお
り、 黒曜石の断崖、褶曲、断層など各種
地形地質の構造がみられる姫島、仏教文
化遺跡の観賞と瀬戸内海の好展望地とし
ての、両子・文殊地区、ニホンザルの自
然動物園高崎山、海蝕崖などの発達やウ
ミネコの営巣地の高島地区からなる。

大分市、豊後高
田 市、 国 東 市、
姫島村

阿 蘇 く じゅう
国 立 公 園 

（61.9.10名称変更
｢くじゅう｣ を挿入）

昭和9 .12. 4  
 28. 9 . 1 

（区域変更） 
31. 5 . 1 

（区域変更） 
40. 3 . 25 

（区域変更） 
56.12.14 

（区域変更） 
61. 9 . 10 

（区域変更） 
7 .12.12 

（区域変更） 

18,310   熊本県の阿蘇火山一帯と、九州本土
最高峰のくじゅう、火山群、広大な飯
田・久住の両高原から奥別府までを
とりこむ、山岳と高原の公園である。 
　 く じゅう 山 群 に は、 ミ ヤ マ キ リ シ
マ、コケモモなど数々の高山植物が生
育し、南北に展開する雄大な久住・飯
田の高原と相まって独特の山岳景観を
呈し、随所に湧出する各種の温泉と
ともに多くの人々に利用されている。 
　また、公園内の県道 ｢別府・一の宮線」
沿線では、城島高原、由布岳、小田の池、
山下池、飯田高原などの美しい自然景観
を見ることができる。

別府市、竹田市、
由布市、九重町、
玖珠町                                                                                                  

（単位：ha）　②国定公園

公園名 指定年月日  面   積 公園の特色 所在市町村

耶 馬 日 田 英 彦 山
国 定 公 園                                                                               

昭和25.7.29
45. 7 . 1

（区域変更）
56. 9 . 5

（区域変更）

74,772.50 　英彦山を中心に南画風の奇岩秀峰と渓
谷美を誇る耶馬渓と、メサ・ビュートの
独特な地形を形成する岩扇山、万年山一
帯及び温泉、河川美をもって知られる日
田、天瀬、松原ダムなどをとりこむわが
国最大の溶岩侵食台地である。
　有名な青の洞門、羅漢寺もこの公園に
含まれている。

中津市、日田市、
宇佐市、九重町、
玖珠町   

祖 母 傾 国 定 公 園                昭和40. 3 . 25                        10,240 　宮崎県の大崩山、高千穂峡一帯と、祖
母傾 山系、三国峠、藤河内渓谷などを
含み、山岳を中心とした公園である。
　また、モミやツガ、ブナ、シオジなど
の針広混交の原生林として西日本に残さ
れた唯一の秘境であり、ニホンカモシカ
や野生のキリなど動植物の学術上貴重な
ものが数多く見られる。

佐伯市、竹田市、
豊後大野市

日豊海岸国定公園                                                                                       昭和49 . 2 . 15                                                                                                           28,474.2
陸域

 4,293.8
海域

24,180.4  

　佐賀関半島から宮崎県美々津海岸に至
る、いわゆる日豊海岸と呼ばれる海岸、
海中景観に優れた公園である。この公園
は典型的なリアス式海岸で多くの島、半
島、岩礁、海蝕崖があり、これに激突す
る黒潮は豪快で男性的な景観を呈してい
るとともに、この地域は亜熱帯植物の北
限地域として学術上貴重な地域でもあ
る。また、水産資源の宝庫として知られ、
絶好の釣場が多く点在している。

大分市、佐伯市、
臼杵市、津久見
市         
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（単位：ha）　③県立自然公園

公園名 指定年月日  面   積 公園の特色 所在市町村

国 東 半 島
県 立 自 然 公 園                                                                                                   

昭和26.3 .30
  54. 6 .  5

（区域変更）
（特別地域指定）  

19,691.18
陸域

15,591.18
海域

 4,100  

  国宝富貴寺をはじめ真木大堂、熊野磨
崖仏や国東塔など六郷満山にまつわる文
化財を数多く含むほか、耶馬渓式景観が
林立する国東半島内陸部と岩礁、洞窟を
もつリアス式海岸の北部海岸、白砂青松
の海岸美を誇る南部の海岸よりなる。こ
の公園には古代文化公園、国民休養地を
はじめ、各種のレクリェーション施設が
整備されており、また随所で海水浴、キャ
ンプ、魚釣りが楽しめる。

豊後高田市、杵
築 市、 宇 佐 市、
国東市

豊 後 水 道
県 立 自 然 公 園                                                    

昭和26.3 .30
   　 49.5 .31
（区域変更） 

8,271.50   日豊海岸国定公園に接続する長目、四
浦、鶴見、入津半島などのリアス式海岸
とカルスト地形の八戸台一帯からなる。
海岸は小島岩礁が多く、アコウなどの亜
熱帯植物が茂り、海水浴、魚釣、遊船な
どの利用が多い。                                  

佐伯市、臼杵市、
津久見市

神 角 寺 芹 川
県 立 自 然 公 園

（36.4.28名称変更
｢芹川｣ を挿入）

昭和26.3.30
      36.4.28

（区域変更）

10,065.50   重要文化財神角寺を中心に鎧ケ岳、烏
帽子岳の山岳地域、人造湖芹川ダム及び
長湯温泉からなる。また、渓仙峡や普光
寺の磨崖仏、紅葉で知られる用作公園の
他、県民の森も含まれている。                             

大分市、竹田市、
豊後大野市、由
布市   

津 江 山 系
県 立 自 然 公 園                                       

昭和26.3.30
 　   60.9.20
（区域変更） 

16,246   釈迦岳、御前岳、酒呑童子岳、渡神岳
など峻険な山岳を中心とする公園で、ブ
ナ、ミズ ナラ、シオジなどの原生林と
渓谷美を誇り、展望もすぐれている。                                                       

日田市        

祖 母 傾
県 立 自 然 公 園                                                                        

昭和26.3 .30
      40.3 . 25
（区域変更） 

14,123.95   祖母傾国定公園に隣接する山岳、渓谷
を中心とした公園で、神原や内山観音、
大白谷、九折などを含み、内山観音の文
化財、大白谷の渓谷、神原渓谷などの景
勝地とともに素朴な山村風景がみられ
る。また公園利用のため、隣接地の祖母
傾国定公園の神原地区（竹田市）に自然
探勝路、休憩舎、簡易宿舎、園地などが
整備されている。

竹田市、豊後大
野市、佐伯市                                  
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表1-1c 自然環境保全地域指定状況

表1-1d 自然海浜保全地区指定状況

表1-1e　平成20年度自然公園許可届出件数

（平成21年３月31日現在）
（単位：ha）

名称 所在 指定年月日 面積 内特別地区 自然環境の特質
大 分 県 武 多 都
自然環境保全地域        

国 東 市 昭和51.12. 7                         3.3 1.8   武多都社の境内林で、常緑広葉樹スダジイ ・
コジイの天然林は国東半島に残る稀少価値のあ
るまとまった森林である。             

大 分 県 小 城 山
自然環境保全地域        

国 東 市 昭和51.12. 7                         3.36 1.62   宝命寺の境内林を中心とする常緑広葉樹スダ
ジイの天然林で、国東半島に残る稀少価値のあ
るまとまった森林である。             

大 分 県 霊 山
自然環境保全地域   

大 分 市 昭和54. 3 . 30                   2.8 2.8
（野生動

植物保
護地区
2.8）

  大分県に特有のオオイタサンショウウオの生
息繁殖の場として残された数少ない地域。大分
地区では少なくなったコジイの典型林が残され
ているのをはじめ、アカガシ、アラカシ等の森
林が順調に復元し、すぐれた常緑広葉樹をつく
りつつある貴重な地域である。     

大 分 県 湯 山
自然環境保全地域                                 

由 布 市     昭和54.3 .30                                                 3.9 3.9   標高650m～750mの比較的高地にありながら、
林内にはシロダモ、ユズリハなどの常緑広葉樹
を含み、高木層の林冠群にはコナラ、イヌシデ
など落葉広葉樹の両者で構成された、森の仕組
みの特異な常落混交の天然林である。

大 分 県 丸 山
自然環境保全地域                  

日 田 市 昭和59.10. 6                                  1.7 1.7   九州北東部と中国西南部の内陸丘陵地に特有
とされるコジイ＝イシモチ群集の常緑広葉樹が
まとまって残された地域性の強い貴重な 天然
林である。                

大 分 県 堂 迫
自然環境保全地域                  

日 田 市 昭和59.10. 6                                  1.1 1.1 〃                                                   

計 ６ か 所             － － 16.16 12.92
（2.8）    

（平成21年３月31日現在）
地区名 市町村 指定年月日 海岸線延長 利用型

富来浦自然海浜保全地区 国東市 昭和57年8月3日 約1,000ｍ 潮干狩り
中越自然海浜保全地区 佐伯市 昭和57年8月3日 約 500ｍ 海水浴

公園名

　

国定公園 県立自然公園

合計耶馬日田
英 彦 山 日豊海岸 祖母傾 国東半島 祖母傾 豊後水道 神角寺

芹　川 津江山系

知　　　事 知　　　事

許
　
　
　   
可

工 作 物 の 新 築 27 11 2 8 48
工 作 物 の 増 築 1 1 2
工 作 物 の 改 築 3 2 5
木 竹 の 伐 採 2 1 3
土 石 の 採 取 1 1 2
広 告 物 等 の 設 置 3 1 4
土 地 の 形 状 変 更 2 3 5
指 定 植 物 の 採 取 0
水 面 の 埋 立 0
そ の 他 1 1

計 40 14 5 11 0 0 0 0 70

届
　
　   
出

工 作 物 の 新 築 3 6 1 4 1 1 16
工 作 物 の 増 築 0
土 石 の 採 取 2 1 3
土 地 の 形 状 変 更 3 2 5
広 告 物 等 の 設 置 1 1 2
水 面 の 埋 立 0

計 9 6 1 7 1 1 1 0 26
合計 49 20 6 18 1 1 1 0 96
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第２項　自然景観の保全と活用

１　沿道環境美化の現況

  本県は、海、山、川等の恵まれた自然の中、
各所に集落、街、都市が散在し、個性豊かな地
域景観が形成されている。各集落や街、都市の
間は山岳地帯が多いという地形的要因もあり、
鉄道網は少なく、主に国道や県道といった道路
によって結ばれ、道路が景観の視点場の中心と
なっている。
  県では、こうした県内の主要な道路の沿道や
その周辺の景観の保全及び環境の美化を図る
ため、「大分県沿道の景観保全等に関する条例」
を制定し、県道等の沿道で県民生活上又は観光
上特に重要な道路の区間を「沿道環境美化地
区」に、県道等から眺望することができる山、
川、田園等の優れた景観を有する区域でその景
観の保全が特に必要な区域を「沿道景観保全地
区」に指定している。こうした指定地区で、大
規模建築物に係る緑化等の指導等を行うこと
により、沿道における優れた景観の保全及び環
境の美化を推進し、美しい県土を守り育てよう
とする県民意識の高揚を図ることとしている。
  平成16年３月末に沿道環境美化地区につい
て、国道212号沿いの中津・天瀬間と国道326号
沿いの宇目・犬飼間及び国道442号、県道412号
及び県道30号沿いの大分・久住間の地区指定を
行い、現在沿道環境美化地区に１２路線、沿道
景観保全地区に４地区を指定している。
  また、平成16年６月には、景観法が公布され、
景観と調和のとれた営農条件の確保をはかる
べき地域として、棚田、景観作物地帯等に景観
農業振興地域整備計画を策定することができ
るようになった。

  

２　沿道環境美化の推進

　ア　条例の制定
  沿道における優れた景観及び美しい環境
は、私たちに潤いとやすらぎを与えるもので
あり、 また、これらは、快適環境の重要な要
素となるものである。
  このため、「大分県沿道の景観保全等に関
する条例」を制定し、条例に基づく沿道景観
保全地区等の指定を行い、当該地区における
大規模建築物に係る緑化等の指導等を行う
ことにより、沿道における景観の保全と環境
の美化を推進し、美しい県土を守り育てよう
とする県民の意識の高揚を図っている。

　イ　主な経過
  昭和63年３月に「大分県沿道の景観保全等
に関する条例」を公布し、同年10月に同条例
及び規則の施行を行った。
  その後の地区指定の状況は表1-2のとおりで
ある。
　また、景観法に基づく景観計画を定め、か
つ、同法委任条例を施行した市町村の景観計
画の区域は、当条例の規定を適用しない旨

（適用除外規定の追加）の条例改正を平成19
年３月に行った。

　ウ　指定地区における指導等
  指定地区内における大規模建築物の新築等
の行為については、条例の規定により届出が
必要となっており、各地方機関において、敷
地内の緑化、建築物の色彩等について指導等
を行い、沿道の景観の保全及び環境の美化の
推進に努めている。
  また、沿道の景観保全等に係る県民の意識
の高揚に資するため、啓発用リーフレットを
作成している。
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ブロック 指定地区名 所　　　　　在 指定年月日 面積・延長

県　北
・

国　東

守 江 湾
沿 道 景 観 保 全 地 区

（国道213号沿い）
杵築市  元．３．２７ 約931ha

亀 川・ 大 分 空 港 間
沿 道 環 境 美 化 地 区                       

（国道10号～国道213号沿い）
別府市、日出町、杵築市、国東市 元．３．２７

約35㎞
道路側端から20ｍの
範囲

甲 尾 山 周 辺
沿 道 景 観 保 全 地 区 

（国道10号沿い）
杵築市     ３．３．２５ 約840ha

日出・中津バイパス間
沿 道 環 境 美 化 地 区                       

（国道10号沿い）
日出町、杵築市、宇佐市、中津市  ３．３．２５

約54㎞
道路側端から20ｍの
範囲

宇 佐 別 府 道 路
沿 道 環 境 美 化 地 区

（宇佐別府道路沿い）
別府市、日出町、杵築市、宇佐市 ７．３．３１

約31㎞
道路の区域から20ｍ
の範囲

大 分 空 港 道 路
及 び 日 出 バ イ パ ス
沿 道 環 境 美 化 地 区

（大分空港道路沿い）
日出町、杵築市、国東市 　 

７．３．３１
１５．３．３１
（区域拡張）

約32㎞
道路の区域から20ｍ
の範囲

中 津・ 天 瀬 間
沿 道 環 境 美 化 地 区

（国道212号沿い）
中津市、日田市 １６．３．３１

約75km
道路側端から20ｍの
範囲

中　央
・

久　大

由 布 院 盆 地
沿 道 景 観 保 全 地 区

（国道210号沿い）
由布市 元．１２．２５ 約488ha

賀 来・ 滝 瀬 間
沿 道 環 境 美 化 地 区

（県道大分挾間線～国道210号沿い）
大分市、由布市、九重町、玖珠町 元．１２．２５

約58㎞
道路側端から20ｍの
範囲

九 州 横 断 自 動 車
道 長 崎 大 分 線
沿 道 環 境 美 化 地 区                  

（九州横断自動車道長崎大分線沿い）
大分市、別府市、日出町、由布市、
九重町、玖珠町、日田市

７．３．３１
１５．３．３１
（区域拡張）

約103㎞
道路の区域から20ｍ
の範囲

大 分・ 久 住 間
沿 道 環 境 美 化 地 区 

（国道442号､ 県道412号及び県道30
号沿い）
大分市、豊後大野市、竹田市

１６．３．３１
約51km
道路側端から20ｍの
範囲

豊　肥

菅 生
沿 道 景 観 保 全 地 区

（国道57号沿い）
竹田市 ３．３．２５ 約566ha

犬 飼・ 菅 生 間
沿 道 環 境 美 化 地 区                       

（国道57号沿い）
豊後大野市、竹田市           ３．３．２５

約47㎞
道路側端から20ｍの
範囲

県　南

上戸次・宗太郎峠間
沿 道 環 境 美 化 地 区                       

（国道10号沿い）
大分市、豊後大野市、臼杵市、
佐伯市

３．３．２５
約63㎞
道路側端から20ｍの
範囲

東 九 州 自 動 車 道
沿 道 環 境 美 化 地 区

（東九州自動車道沿い）
大分市、臼杵市、津久見市 １５．３．３１

約27㎞
道路の区域から20ｍ
の範囲

宇 目・ 犬 飼 間
沿 道 環 境 美 化 地 区

（国道326号沿い）
佐伯市、豊後大野市 １６．３．３１

約39km
道路側端から20ｍの
範囲

計 沿道景観保全地区    4地区 約2,825hａ
沿道環境美化地区  12路線 約 615kｍ 

表1-2　沿岸景観保全地区等指定状況� （平成21年10月１日現在）

※平成19年７月１日から、大分市の景観計画区域（市域全域）は適用除外
　平成20年７月１日から、別府市の景観計画区域（市域全域）は適用除外
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第３項　多様な生態系の保全�

１  自然環境の現状把握

　⑴　希少野生動植物の保護
  環境省は、全国的な規模で絶滅のおそれの
ある動植物の種を選定し、その生息状況等を
解説した資料である「日本の絶滅のおそれ
のある野生生物（レッドデータブック）」を
1991年に初めて作成し、以降、自然環境と調
和した開発計画の立案や自然保護政策の基
礎資料として活用されている。
  本県においても、県内の希少な野生生物の
生息・生育状況を総合的に調査・整理・検討
し公表することにより、絶滅のおそれのある
野生生物の保護をはかるため、平成９年度か
ら大分県版レッドデータブックの作成に着
手し、平成12年度に「レッドデータブックお
おいた」を発行した。平成13年度にはその普
及版を発行し、小中学校等にも配布して、県
内の希少野生生物の現状について普及・啓発
を図った。なお、平成18年度から５カ年計画
でデータの見直しに取り組んでいる。
　また、平成18年３月に、希少野生動植物の
保護に関する条例を制定し、これまで指定希
少野生動植物を指定（15種）や保護管理事業

計画の決定（４種）を実施している。

　⑵　自然環境学術調査
  本県では、県内の自然環境の現状を把握す
るために昭和44年の「大分県海中公園候補地
学術調査」を皮切りに、表1-3のとおり自然
環境学術調査を実施してきた。平成１８年度
は、平成17年11月に「くじゅう坊ガツル・タ
デ原湿原」がラムサール条約湿地に登録され
たことから、その保全と賢明な利用の基礎資
料を得るため、坊ガツル湿原を調査した。
  また、自然環境学術調査の内容を中心に、
県内の優れた自然環境を多くの人に紹介す
るために自然ガイドブックを発行している。
平成19年度は、「くじゅう坊ガツル地域自然
環境学術調査報告書」の内容を中心に、自然
ガイドブックVol．13「くじゅう坊ガツル地域
の自然」を発行した。
　また、平成19年度からは、平成20年度まで
の２箇年計画で、国東半島県立自然公園の公
園計画見直しにかかる基礎資料収集を目的
とする、国東半島県立自然公園自然環境学術
調査を実施した。

表1-3  自然環境学術調査実施状況�
    年　度 調査地区

広
域
的
な
調
査

昭和４４ 大分県海中公園候補地学術調査報告書（日豊海岸国定公園候補地資料 )
昭和４８ 大分県の植生
昭和４９ 大分県の自然−現況と保護対策−
昭和４９ 自然環境調査報告（地形・地質）国東半島地域
昭和５０ 大分県自然環境保全地域候補地調査報告書 ( 国東半島地域の植物 )
昭和５１ 祖母傾地域の自然環境保全調査報告
昭和５１ 大分県自然環境保全地域候補地調査報告書 ( 阿蘇くじゅう国立公園地域 )
昭和５２ 大分県自然環境保全地域候補地調査報告書 ( 玖珠地区 )
昭和５３ 大分県自然環境保全地域候補地調査報告書 ( 県南地区 )
昭和５４ 大分県自然環境保全地域候補地調査報告書 ( 県北地区 )
昭和５５ 大分県自然環境保全地域候補地調査報告書 ( 日田地区 )
昭和５６ 大分県自然環境保全地域候補地調査報告書 ( 豊肥地区 )
昭和５７、５８ 耶馬日田英彦山国定公園学術調査
昭和５９ 祖母傾国定公園学術調査
昭和６０ 日豊海岸国定公園学術調査
昭和６３ 阿蘇くじゅう国立公園くじゅう地域学術調査
平成１９、２０ 国東半島県立自然公園自然環境学術調査

限
定
し
た
地
域
の
調
査

昭和４８ 「西の小池」とその周辺の植生（阿蘇くじゅう国立公園）
平成３ 小田の池自然環境学術調査（阿蘇くじゅう国立公園）
平成４ 猪の瀬戸湿原自然環境学術調査（阿蘇くじゅう国立公園）
平成５ 蒲江町深島・屋形島・名護屋地域自然環境学術調査（日豊海岸国定公園）
平成６ 深耶馬地域自然環境学術調査（耶馬日田英彦山国定公園）
平成７ 夷耶馬・鷲巣岳地域自然環境学術調査（瀬戸内海国立公園､ 国東半島県立自然公園）
平成８ 酒呑童子山地域自然環境学術調査 ( 津江山系県立自然公園 )
平成１０ くじゅう黒岳地域自然環境学術調査（阿蘇くじゅう国立公園）
平成１１ 藤河内渓谷周辺地域自然環境学術調査 ( 祖母傾国定公園 )
平成１２ 犬ケ岳津民川地域自然環境学術調査 （耶馬日田英彦山国定公園）
平成１３ くじゅうタデ原地域自然環境学術調査 ( 阿蘇くじゅう国立公園 )
平成１４ 佐賀関町高島及び関崎周辺地域 ( 瀬戸内海国立公園及び日豊海岸国定公園 )
平成１５ 鶴見半島及び大島地域 ( 日豊海岸国定公園・豊後水道県立自然公園 )
平成１８ 坊ガツル地域自然環境学術調査（阿蘇くじゅう国立公園）
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２　野生動植物との共生と保護体制の整備

　⑴　鳥獣保護の現状
　野生鳥獣は生物の多様性を確保するなど、
生態系の中で重要な役割を果たしてきた。近
年、一部の野生鳥獣が生息環境の変化により
減少する一方、イノシシ、シカ、サル等増え
すぎた野生鳥獣による農林産物被害が増加
し、その対策が課題となっている。
　このような現状から、本県における野生鳥
獣の適正な管理に資するため、「鳥獣の保護
及び狩猟の適正化に関する法律」に基づき、
野生鳥獣の捕獲を規制し、狩猟の適正化を図
るため、有害鳥獣捕獲許可基準等を盛り込ん
だ「第10次鳥獣保護事業計画（平成19〜23年
度）」や「特定鳥獣保護管理計画」を策定し、
野生鳥獣の保護と農林水産業の健全な発展
をめざした鳥獣行政を推進している。

 　⑵　鳥獣保護
　　ア　鳥獣保護区の指定

　鳥獣の保護を図るため、鳥獣保護区及び
特別保護地区を指定するとともに、狩猟鳥
獣の増加を図るため、休猟区を指定してい
る。鳥獣保護区は、平成21年11月1日現在
で、県下で67か所、県土面積の約6.9％に
あたる43,695haを指定している。また、鳥
獣保護区内で特に重要な鳥獣生息地10か
所については特別保護地区に指定し、この
中には天然記念物カラスバトの生息地と
して知られる佐伯市（旧蒲江町）の沖黒島
や、ウミネコが営巣する大分市（旧佐賀関
町）の高島などが含まれている。

　イ　狩猟制度及び違法捕獲の取締り
　狩猟鳥獣（資料編表　自然２）について
は、毎年11月15日から翌年2月15日までを
狩猟期間（イノシシ・シカについては11月
1日から翌年3月15日まで）としており、鳥
獣の種類、捕獲数を定めて狩猟を許可して

いる。その他、県内で66名の鳥獣保護員を
委嘱し、違法捕獲や狩猟違反の取締りに当
たっている。（狩猟者によるH20年度の主
な鳥獣の捕獲数　資料編　表　自然３）

　　ウ　特定鳥獣保護管理計画
　シカ・イノシシによる農林業への被害
は、中山間地域等での人々の暮らしに深刻
な影響を及ぼしていることから、これを防
止するため、特定鳥獣保護管理計画を策定
し、捕獲者へのアンケートやフィールド調
査などにより個体数の増減を調査してい
る。これにより、イノシシ・シカについて
は平成19年度から県内全域で猟期を11月1
日から3月15日までに延長し、シカについ
ては１日１人１頭という捕獲数制限を解
除するなど、適正な生息数になるよう個体
数管理を進めている。（県内の鳥獣による
被害状況　資料編　表　自然４）

　　エ　予防対策等
　平成20年度から県では鳥獣害対策アド
バイザーの育成に取り組んでいる。対象者
は市町村、県、農業共済組合、農協職員ま
た猟友会会員等で、集落や農家に対して的
確に鳥獣害対策を助言できるよう、県の鳥
獣害対策研修会を一定回数以上受講した
者を県が認定している。
　さらに、平成21年度から鳥獣害対策専門
指導員２名を県庁に配置し、指導体制の強
化を図っている。
　また、個別対策としてシカ・イノシシ等
による被害地域の田畑の周囲に、電気柵･
トタン柵･鉄線柵（イノシシ）、防護柵･防
護資材（シカ）の設置支援や管理指導を実
施している。

３　野生動植物の生育・生育環境の保全

　⑴　キジの放鳥
　県内ではキジが減っていることから、鳥獣
保護区や休猟区のキジ生息適地に平成21年
度は652羽のキジを放鳥し、鳥獣保護と狩猟
の調和を図っている。

　⑵　野鳥の生息調査
　野鳥の生息実態を把握するため、毎年１月
第二日曜日を中心に全国一斉に行われるガ
ン・カモ科鳥類生息調査や11月15日にキジ・
ヤマドリ出会い調査等を行っている。

　⑶　鳥獣保護思想の普及
　鳥獣保護の理解と協力を得るため、愛鳥週
間を中心に、毎年各地で行われる探鳥会に協

佐伯市の沖黒島
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賛するとともに、愛鳥週間用ポスター原画展
を実施し、愛鳥思想の普及に努めている。
　また、普及活動の一環として、主に小中学
校を対象として愛鳥モデル校を指定し、指定
校には関係図書等の配布を行っている。

　⑷　傷病鳥獣対策
　鳥獣110番制度を設け、傷病鳥獣の治療を
行い、鳥獣の保護に努めている。

第４項　森林の保全�

１　森林保全の現状と課題

  森林は、木材生産のほか、水を蓄える緑のダ
ムとしての働き、土砂の流出・崩壊を防止する
防災の働き、生活環境の形成・保全などの多面
的機能を有しており、県民が安全で安心して生
活していく上で重要な役割を果たしている。　
　また、地球温暖化の防止に貢献する森林の役
割に対する期待が高まる中、京都議定書に基づ
く温室効果ガス６％の削減約束を達成するた
めには、適正に管理された活力ある森林を健全
に維持することが必要である。
　しかしながら、長期的に木材価格が低迷して
きた中、森林所有者の施業意識は低下し、手入
れ不足森林や再造林未済地が増加傾向にあり、
機能低下による災害の発生などが危惧されて
いる。このため、既存制度を有効に活用し、様々
な対策を講じた。

２　造林事業

　森林所有者や森林組合等が行う植栽、下刈、
間伐等の造林事業に対して助成することによ
り、森林の持つ多面的機能の維持増進を図って
いる。
　特に、スギ、ヒノキ人工林の健全な育成に必
要な間伐事業に対して重点的に助成を行って
いる。平成20年度は8,136haの間伐事業を含め、
17,117haの造林事業に対して助成を行った。

３　保安林の整備

  重要な公益的機能を持つ森林を保安林に指定
し、その機能を維持・増進するために伐採や開
発を制限している。また、「公益上の理由」若
しくは「指定理由の消滅」に限って、指定の解
除を行っている。平成20年度は新たに、417ha
を保安林に指定したほか、主に公益上の理由で
7.7haの解除を行った。この結果、平成20年度
末現在の保安林面積は114,899haとなっている。
　一方、機能が低下したり、自然災害等により
荒廃した保安林については、治山事業を実施
し、森林の保全を図った。

４　林地開発許可

  保安林以外の森林については、林地開発許可制
度により、災害の防止と適切な森林利用を確保す
るため、1haを超える森林の開発について知事の
許可制としている。平成20年度は、新規5件、変
更3件の許可を行った。

５　県民の森

  県民の森が有する豊かな自然や多様な森林を
活かし、広く県民に、憩いや安らぎ、保健休養
の場を提供するとともに、野生動植物とのふれ
あいを通じ、森林自然環境教育や青少年の野外
体験活動等を推進している。また、NPO等に、
県民の森をフィールドとして貸し出し、森林と
のふれあいや自然体験活動を支援している。さ
らに、平成18年度には指定管理者制度の導入に
より、施設サービスの向上や自然観察会等のイ
ベントの充実を図り、その活用を推進してい
る。

６　森林環境税の活用

　県民の理解と協力の下に、森林環境を保全
し、及び森林をすべての県民で守り育てる意識
を醸成するため、平成18年４月から森林環境
税を導入した。この森林環境税を活用し、「県
民中心・県民参画」の理念のもと、「県民意識
の醸成」、「環境を守り災害を防ぐ森林づくり」、

「持続的経営が可能な森林づくり」及び「遊び
学ぶ森林づくり」の４つを施策の柱として、森
林に関する情報発信、森林ボランティア活動の
支援をはじめ、災害が懸念される間伐放置林や
再造林放棄地の整備、あるいは竹の侵入などで
荒廃する里山林の整備のほか木材や竹材の活
用促進や子どもたちが遊び学べる森林の整備
などを進めている。

第５項　水辺の保全�

１　河川環境の保全

　近年、河川流域内の都市化の進展に伴い河川
環境についても著しく変化し、地域住民の水辺
環境の保全に対する関心が高まるとともに、地
域の実状に応じた河川整備が望まれている。
　このため、洪水の氾濫等の災害に強い川づく
りに加えて、周辺の自然環境や生態系に配慮し
た多自然川づくりに取り組むなど河川環境の
保全に努めている。
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２　砂防事業の環境保全

　砂防事業は、流域における荒廃地域の保全及
び土石流等の土砂災害から下流部に存在する、
人家、耕地、公共施設等を守るとともに、荒廃
した山地を本来の緑豊かな環境に戻すことを
基本理念としている。このため事業実施にあた
っては、既存樹木を残した斜面対策など、自然
環境や生態系の保全に配慮しつつ、土砂災害の
防止に努めている。

３　海岸環境の保全

　海岸整備は、津波や高潮から人命等を守るほ
か、近年の海岸環境への意識や、海洋レクリエ
ーションへの需要の高まりを背景に、環境・利
用の視点に立った整備が求められている。
　このため、防護・環境・利用の調和のとれ
た海岸整備を地域と連携を図りながら行って
おり、平成21年度は別府港海岸（関ノ江地区）、
国東港海岸（武蔵（藤本）地区）において事業
を実施している。

第１項　　温泉の資源保護�

１　温泉の現況

　⑴　大分県の温泉の現況
  本県は平成20年３月末現在16市町村におい
て温泉がゆう出しており、源泉総数は4,789
孔、ゆう出量は315,056ℓ／分であり、とも
に全国第１位である。
　温泉の多い市町村としては別府市、由布
市、九重町、大分市等が挙げられる。
  全国及び大分県の状況は、次の表のとおり
である。

〈全国の状況〉
◦源泉数の上位５都道府県� （平成19年度） 

源　　泉　　数

大 分 県  ４, ７８９孔

鹿 児 島 県  ２, ８２８

北 海 道  ２, ３０８

静 岡 県  ２, ２９５

熊 本 県  １，４３６

◦湧出量の上位５都道府県� （平成19年度） 

ゆ　う　出　量

大 分 県 ３１５，０５６ℓ／分

北 海 道 ２６９，１５８

鹿 児 島 県 １９９，７８２

青 森 県 １７４，１３９

熊 本 県 １４１，７９６

〈大分県の状況〉
◦源泉数の上位５市町村� （平成19年度） 

源　　泉　　数

別 府 市 ２，５９７孔

由 布 市 １，０３７

九 重 町 ４０１

大 分 市 ２４１

日 田 市 １６１

◦湧出量の上位５市町村� （平成19年度） 

ゆ　う　出　量

九 重 町 ９９，０１９ℓ／分

別 府 市 ９４，０１３

由 布 市 ５７，９７０

大 分 市 １９，１１５

日 田 市 １３，２３９

　⑵　温泉の多目的利用
  本県の温泉は、古くから浴用を中心に、疾
病等の治療手段や観光資源として利用され
てきたが、近年では、クリ－ンエネルギ－と
しても注目されており、温泉熱を利用した暖
房、施設園芸、養魚、地熱発電等の産業面に
も幅広く利用されるようになった。
  特に、地熱発電については利用が進んでお
り、日本の総出力約53万ＫＷのおよそ28％に

第２節  温泉の保護と利用




